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(注1）◎印は親任官’○印は認証官である。

(注2)議員歳費については，衆。参議院の議長は217万円，同副議長は158万4,000円，国会議員は129
万4,000円である。

｡

(注3).初任給調整手当は，副検事には支給されない。

タ
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諸手当

ア支給対象

(2)

(令2. lq l現在）
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報酬等の①2．
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※①は判事補

報酬等の①2． 6，②2． 2，③1． 4，④3． 4月分～報酬の号に応じた加算措慨あり
［6月，12月…･各①1、 3，②1． 1，③0． 7，④1． 7月分］
※①は判事補5～12号，間裁判'IF10～17号，②は判事補i～4号，簡裁判事5～9号，③は判事，簡裁判
事特号及びWii雌判事I～4号の報側IIを受ける裁判官，④は最商裁長官，最高裁判事及び高裁長官
※支給割合は令和2年4月1日から適用されるもの。
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※支給割合は令和2年4月1日から適用されるもの。
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